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あ　と　が　き
　新年あけましておめでとうございます．昨年は，バブ
ル経済が崩壊した年であり，また佐川急便を発端とする
金丸・竹下問題で明け暮れし，経済的にも政治的にも国
民の不信をかった年でした．何となく暗いムードの漂っ
た静かな正月でしたが，6日以降急に明るさが増し，三
年の鳥達が大きく羽ばたきはじめました．外交官でキャ
リアウーマンの小和田雅子さんが皇太子妃に内定したか
らです．誠におめでたいことであり，これにあやかって
湿った社会情勢を吹き飛ばしてほしいと願うのは国民す
べての気持でしょう．
　さて，東京医科大学雑誌51巻1号では長村重之名誉
教授から医の倫理という巻頭言をいただきました．最近
臓器移植と関連してインホームドコンセントなる新しい
概念が生まれて来たかのように思われますが，論語の時
代よりこの概念すなわち，医の倫理とか医道について説
かれており，その根本は「仁」と「信」であるというこ
とが述べられています．医学が発達し複雑になればなる
程，技術的な新しいものばかり追い求め，それをしてい
ること自体が最も良い医療をしているように錯覚し，最
も大切な医の心を時に我々が忘れるので，しばしぽ社会
問題となるのです．どんな時代や背景にあっても，「医
師たる者医の心を忘れずに医術を全うする」一東京医科
大学の発展もこの言葉につきると信じます．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（臼井正彦　記）
幹事会（要旨）（平成4年11月）
1．第130回医学会総会は，特別講演2題，シンポジウ
　ム12題で行われることが報告された．
2．編集状況の報告並びに編集について討議した．
3．臨床懇話会開催報告があった．
　第224回：形成外科学（4．10．26）
4．投稿規定の改正作業を行っており，52巻1号（平成
　6年1月号）から施行したい旨の報告があった．
5．51巻特別号（1992年度）業績集の様式は1．業績，
　2．発表場所，3．名前の順にし，50巻特別号と同じ
　様式で掲載することになった．
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